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▼
戸
籍
の
届
け
出

　

出
生
届
・婚
姻
届
・死
亡
届
な
ど
の
戸
籍
届

は
、
年
末
年
始
の
休
業
期
間
中
も
市
役
所（
宿

直
室
）で
受
け
付
け
ま
す
。

▼
印
鑑
登
録
の
申
請

　

印
鑑
登
録
を
し
て
い
な
い
人
で
、
印
鑑
登

録
証
明
書
が
年
内
に
必
要
な
人
は
、
14
日
㈮

ま
で
に
登
録
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

市
民
窓
口
グ
ル
ー
プ

▼
小
児
休
日
急
病
診
療

　

29
日
㈯
～
平
成
31
年
１
月
３
日
㈭
の
中
学

生
ま
で
の
子
ど
も
の
休
日
急
病
診
療
は
、
富

田
林
病
院
で
受
け
付
け
ま
す
。
詳
し
く
は
19

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
15
歳
以
上
の
人
は
、
消
防
本
部
に

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー

▼
粗
大
ご
み
の
収
集

　

28
日
㈮
ま
で
収
集
し
ま
す
。
年
始
は
平
成

31
年
１
月
４
日
㈮
か
ら
平
常
日
程
で
収
集
し

ま
す
の
で
、
火
・水
・木
曜
日
の
収
集
区
域
に

つ
い
て
は
、
１
週
遅
れ
の
収
集
と
な
り
ま
す
。

収
集
日
以
外
に
間
違
っ
て
ご
み
を
出
す
と
、

周
辺
の
皆
さ
ん
に
迷
惑
が
か
か
り
ま
す
。
必

ず
７
ペ
ー
ジ「
年
末
年
始
の
粗
大
ご
み
収
集
」

で
収
集
日
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
燃
え
る
ご
み
の
収
集

　

31
日
㈪
ま
で
収
集
し
ま
す
。
年
始
は
平
成

31
年
１
月
４
日
㈮
か
ら
平
常
日
程
で
収
集
し

ま
す
。
各
区
域
の
収
集
最
終
日
と
開
始
日
は

次
の
と
お
り
で
す
。

収
集
日

収
集
最
終
日

収
集
開
始
日

月
・木
曜
日

31
日
㈪

７
日
㈪

火
・金
曜
日

28
日
㈮

４
日
㈮

水
・土
曜
日

29
日
㈯

５
日
㈯

▼
し
尿
汲
み
取
り

　

28
日
㈮
ま
で
収
集
し
ま
す
。
年
始
は
平
成

31
年
１
月
７
日
㈪
か
ら
収
集
し
ま
す
。

▼
南
河
内
環
境
事
業
組
合
へ
の
ご
み
の
持
ち

込
み

　

年
末
は
28
日
㈮
ま
で
、
年
始
は
平
成
31
年

１
月
４
日
㈮
か
ら
持
ち
込
め
ま
す
。

▼
せ
ん
定
し
た
庭
木
や
葉
の
出
し
方
に
つ
い

て
　

細
い
せ
ん
定
枝
や
葉
な
ど
半
透
明
の
袋
に

入
る
場
合
は
、
燃
え
る
ご
み
の
日
に「
も
え
る

ご
み
専
用
シ
ー
ル
」を
貼
っ
て
出
し
て
く
だ
さ

い
。太
い
枝
な
ど（
直
径
15
～
25
㎝
程
度
ま
で
）

は
１
５
０
㎝
程
度
に
切
り
そ
ろ
え
、
ひ
も
な

ど
で
束
ね
て
、
粗
大
ご
み
の
日
に「
粗
大
ご
み
専

用
シ
ー
ル
」を
貼
っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

▼
自
転
車
駐
車
場

　

自
転
車
駐
車
場
は
、
年
末
年
始
も
業
務
を
行

い
ま
す
。

▼
放
置
自
転
車
等
保
管
所

　

年
末
は
28
日
㈮
ま
で
、
年
始
は
平
成
31
年
１

月
４
日
㈮
か
ら
業
務
を
行
い
ま
す
。

▼
市
循
環
バ
ス
の
運
行

　

年
末
は
28
日
㈮
ま
で
、
年
始
は
平
成
31
年
１

月
４
日
㈮
か
ら
運
行
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

土
木
グ
ル
ー
プ

▼
下
水
道
の
ト
ラ
ブ
ル

　

下
水
管
が
詰
ま
っ
た
場
合
は
、
大
阪
狭
山
下

水
道
管
路
サ
ー
ビ
ス（
☎
３
６
５
‐
９
５
１
１
）

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
年
末
年
始
も
受
け
付

け
ま
す
。
府
営
住
宅
や
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
中

高
層
集
合
住
宅
は
、
各
管
理
会
社
へ
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

下
水
道
グ
ル
ー
プ

▼
水
道
の
修
理

　

水
道
の
修
理
は
、
㈲
酒
井
工
業
所（
☎
３
６
５

‐５
０
０
７
）に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
年
末
年

始
も
受
け
付
け
ま
す
。
府
営
住
宅
や
マ
ン
シ
ョ

ン
な
ど
の
中
高
層
集
合
住
宅
は
、
各
管
理
会
社

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
上
水
道
グ
ル
ー
プ

▼
水
道
の
開
閉
栓

　

29
日
㈯
～
平
成
31
年
１
月
３
日
㈭
に
、
引
っ

越
し
な
ど
で
水
道
の
開
閉
栓
が
必
要
な
場
合
は
、

26
日
㈬
ま
で
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

上
下
水
道
部
お
客
様
セ
ン
タ
ー

主
な
公
共
施
設
の
年
末
年
始
業
務
日
程

　

●
は
休
業
日
、
ま
た
は
施
設
を
利
用
で
き
な
い
日

28日㈮
29日㈯
30日㈰
31日㈪
１日㈷
２日㈬
３日㈭
４日㈮
５日㈯

市
役
所
一
般
業
務

●

●

●

●

●

●

★

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
連
絡
所

●

●

●

●

●

●

★

上
下
水
道
部
一
般
業
務

●

●

●

●

●

●

●

上
下
水
道
部
お
客
様
セ
ン
タ
ー

●

●

●

●

●

●

★

市
立
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●

●

●

●

●

●

●

ぽ
っ
ぽ
え
ん（
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
）

●

●

●

●

●

●

市
立
公
民
館

●

●

●

●

●

●

●

図
書
館

●

●

●

●

●

●

●

狭
山
池
博
物
館
・
郷
土
資
料
館

●

●

●

●

●

●

●

●

社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

●

●

●

●

●

●

●

き
ら
っ
と
ぴ
あ（
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
）

●

●

●

●

●

●

●

●

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

●

●

●

●

●

●

●

●

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
基
幹
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
、
生
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、
権

利
擁
護
セ
ン
タ
ー
、
就
労
準
備
支
援
セ
ン
タ
ー

●

●

●

●

●

●

※

●

Ｓ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｋ
Ａ
ホ
ー
ル（
文
化
会
館
）

●

●

●

●

●

●

市
民
ふ
れ
あ
い
の
里

●

●

●

●

●

●

●

福
祉
セ
ン
タ
ー（
さ
や
ま
荘
、
さ
つ
き
荘
）

●

●

●

●

●

●

●

保
健
セ
ン
タ
ー

●

●

●

●

●

●

●

富
田
林
保
健
所

●

●

●

●

●

●

●

小
児
休
日
急
病
診
療（
富
田
林
病
院
）

●

●

●

総
合
体
育
館
・
市
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
野
球

場
・
青
少
年
運
動
広
場
・
池
尻
体
育
館
・
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
・
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
広
場

●

●

●

●

●

●

●

社
会
福
祉
協
議
会

●

●

●

●

●

●

●

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

●

●

●

●

●

●

●

粗
大
ご
み
収
集

●

●

●

●

●

●

燃
え
る
ご
み
収
集

●

●

●

●

市
循
環
バ
ス

●

●

●

●

●

●

放
置
自
転
車
等
保
管
所

●

●

●

●

●

●

年
末
年
始
業
務
案
内

収集日
収集区域

12月 １月

第１月曜日
池之原、山本、岩室二丁目の一部

３ ７

第１火曜日 第２火曜日 大野台五丁目、西山台一丁目、グミヒルズ、
茱 木四丁目の一部４ ８

第１水曜日 第２水曜日 茱 木五～七丁目、スカイハイツ、ハロー
タウン金剛、東茱 木一～四丁目（国道310
号沿い）５ ９

第１木曜日 第２木曜日 狭山一～四丁目、半田六丁目（北村）、フォ
ンターナ狭山遊園前、さやま遊園グランド
ハイツ６ 10

第１金曜日
大野台一丁目、茱 木六丁目の一部

７ ４

第２月曜日 オリエント狭山アーバンコンフォート、さ
やまハイタウン、西山台四丁目１・２番（府
営住宅１～ 21棟）10 14

第２火曜日 第３火曜日 大野台七丁目、ガーデンハイム狭山、西山
台五丁目（公団住宅）、西山台六丁目、今熊
四丁目の一部 [ グリーンタウン西山台（エ
クセレントヒル）、ディ－トピア狭山あま
の台 ]11 15

第２水曜日 第３水曜日 大野、茱 木八丁目、東茱 木一～四丁目
（国道310号沿いを除く）12 16

第２木曜日 第３木曜日 今熊二丁目、ヴィラナリー狭山（大野台公
団）、茱 木一～四丁目（グミヒルズを除く）13 17

第２金曜日 今熊一・三～七丁目、岩室、グリーンコーポ、
西山台三丁目14 11

収集日
収集区域

12月 １月

第３月曜日 半田一～五丁目（東村・川向・前田・浦之
庄）、パークホームズ、ライブタウン金剛17 21

第３火曜日 第４火曜日
大野台六丁目、西山台二丁目

18 22

第３水曜日 第４水曜日 大野台四丁目、西山台四丁目３番（府営住
宅 22 ～ 44 棟）19 23

第３木曜日 第４木曜日 金剛一・二丁目、狭山コーポ、セザール狭山、
南海シティコート金剛、遊園ハイツ、レー
クハイツ20 24

第３金曜日
東野

21 18

第４月曜日
池尻北一・二丁目、狭山五丁目、東池尻

24 28

第４火曜日 第５火曜日
大野台二丁目、狭山ハウス

25 29

第４水曜日 第５水曜日 大野台三丁目、狭山グロリアスヒルズ、ラ
イオンズマンション（大阪狭山・金剛）26 30

第４木曜日 第５木曜日
池尻中三丁目、池尻自由丘一～三丁目

27 31

第４金曜日
池尻中一・二丁目、ファインキャピタル

28 25

年末年始の粗大ごみ収集 ※着色部分は、１月の収集日に変更がある区域です

★開庁時間／午前９時～午後０時、開庁しているグループ／税務グループ、債権管理グループ、福祉グループ、高齢介護グループ、
保険年金グループ、市民窓口グループ、社会教育・スポーツ振興グループ、子育て支援グループ、保育・教育グループ、出納室 

（取り扱えない業務もありますので事前に問い合わせてください）
※平成31年１月４日㈮の業務は社会福祉協議会（今熊一丁目）で行います

【犬・猫の引取業務】
　どうしても飼い続けることが
できなくなった場合、犬・猫を
引き取ります（有料）。まずは新
しい飼い主を探してください。

【負傷動物の引取業務】
　道路などで負傷・衰弱した動
物の引き取りを行っています。

いずれも、引き取り最終日は
26日㈬で、年始は平成31年１
月７日㈪から開始します。
※必ず事前に電話相談または
予約をしてください

問い合わせ　大阪府動物愛護管
理センター☎072－958－8212
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明治維新150年・高野線開通120年記念企画展

南海高野線120年の歩み
はじまりは大小路ー狭山間

とき　平成31年１月19日㈯午後２時～３時30分（開場は午後１時30分）　ところ　狭山
池博物館・ホール　対象　小学生以下（小学３年生以下は保護者の同伴が必要）　内容・講師 
「駅長のおしごと」／南海高野線北野田駅長　参加費　無料　定員　126人（当日先着順）
※制服・制帽姿の撮影会があります

エ
コ
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト
入
選
作
品

　

７
月
23
日
～
８
月
31
日
に
公
募
し
た「
大
阪
狭
山

市
エ
コ
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト
」へ
の
応
募
作
品
２
１
８

点
の
中
か
ら
、
入
選
作
品
10
点
を
選
出
し
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

入
選
作
品

鞄
か
ら
　
扇
子
出
す
君
　
い
い
セ
ン
ス（島

根
県
在
住
）

健
康
に
　
勝
る
エ
コ
な
し
　
万
歩
計カ

ラ
ス
の
行
水

や
る
工
夫
　
た
く
３さ

ん
ア
ー
ルＲ　
エ
コ
ラ
イ
フ

ナ
ン
サ
ン

「
足
る
」を
知
る
　
そ
こ
に
ム
ダ
知
る
　
エ
コ
を
知
る

黒
潮

こ
れ
は
プ
ラ
？
　
エ
コ
を
受
け
継
ぐ
　
小
さ
な
手

各
下
　
奈
磨
江

わ
が
家
で
は
　
す
だ
れ
・打
ち
水
　
う
ち
わ
持
つ

夢
野
　
す
ず

縁
側
で
　
子
ら
が
取
り
合
う
　
星
座
盤

ヨ
リ
コ
の
お
ま
け

図
書
館
が
　
リ
ビ
ン
グ
代
わ
り
　
夏
休
み完熟

き
の
こ

ち
っ
ち
ゃ
な
エ
コ
　
大
き
な
地
球
　
寿
命
伸
び

あ
ー
さ
ま
ま

打
ち
水
の
　
範
囲
増
す
度
　
会
釈
増
え

傀か
い
ら
い
し
儡
師

問
い
合
わ
せ　

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　

市
で
は
、「
大
阪
狭
山
市

地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計

画（
事
務
事
業
編
）」に
基
づ

き
、
市
で
実
施
す
る
事
務
事

業
に
つ
い
て
環
境
配
慮
を
徹

底
す
る
と
と
も
に
、
市
内
の

公
共
施
設
で
使
用
す
る
エ
ネ

ル
ギ
ー（
電
気
や
ガ
ス
）、
公

用
車
で
使
用
す
る
燃
料
な
ど

の
使
用
量
を
削
減
す
る
こ
と

で
、
二
酸
化
炭
素
な
ど
の
温

室
効
果
ガ
ス
の
排
出
抑
制
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
計
画

で
は
、
平
成
26
年
度
を
基
準

年
度
と
し
、
目
標
年
度
を
平

成
31
年
度
と
定
め
、
温
室
効

果
ガ
ス
の
排
出
量
を
５
％
削
減
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
は
、
基
準
年
度
と
比
べ
て
３・６
％

増
加
し
ま
し
た
。（
平
成
29
年
度
右
側
の
グ
ラ
フ
）

　
な
お
、
実
際
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
に
よ
る
比
較
が
で
き
る
よ
う
、
排
出
係

数
を
基
準
年
度
と
同
じ
値
を
用
い
て
算
出
し
た
場
合
の
排
出
量
は
、
基
準
年
度

と
比
べ
て
５・６
％
増
加
し
ま
し
た
。（
平
成
29
年
度
左
側
の
グ
ラ
フ
）

　
今
後
も
、
引
き
続
き
省
エ
ネ
対
策
に
取
り
組
み
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量

の
削
減
に
努
め
ま
す
。　
※
排
出
係
数
と
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
を
算
出
す
る
た

め
に
用
い
ら
れ
る
値
で
す
。
電
気
の
排
出
係
数
に
つ
い
て
は
、
発
電
所（
原
子

力
や
火
力
な
ど
）の
稼
働
状
況
な
ど
に
よ
り
毎
年
度
変
動
し
、
国
か
ら
各
電
力

会
社
の
排
出
係
数
が
公
表
さ
れ
ま
す

問
い
合
わ
せ　
生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
公
表
し
ま
す

5,000

4,500

4,000

3,500

3,000

2,500

2,000

1,500

1,000

500

0

市役所本庁舎

電気の排出係数
平成 26 年度　0.522
平成 29 年度　0.509

（固定係数）基準年度と同じ排出係数を用いた場合
（変動係数）毎年公表される排出係数を用いた場合

（単位：t-CO2）

文化会館

小・中学校

水道施設

そのほか

基準年度
平成 29 年度

固定係数
（平成 26 年度）

4,552
299

673

706

1,008

1,866

342

832

748

983

1,915

333

816

730

959

1,884

4,820 4,722

変動係数

　
市
で
は
、　
次
の
構
想
・計
画
を
策
定
す
る
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
募
集
し
ま

す
。
市
内
に
居
住
・
通
勤
・
通
学
す
る
人
な
ど
が
対
象
で
す
。
団
体
で
提
出
す
る
場
合
は
、

意
見
を
取
り
ま
と
め
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
い
た
だ
い
た
意
見
の
概
要
と
、
そ
れ
に
対

す
る
市
の
考
え
方
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表
し
ま
す
。
住
所
・名
前
な

ど
、
個
人
情
報
は
公
表
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
個
別
に
連
絡
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
平
成
26
年
度
か
ら
平
成
35
年
度
ま
で
を
計
画

期
間
と
し
た「
第
３
次
大
阪
狭
山
市
男
女
共
同
参

画
推
進
プ
ラ
ン
」の
中
間
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

■
募
集
期
間
　
17
日
㈪
～
平
成
31
年
１
月

11
日
㈮
必
着　
■
条
例（
素
案
）の
閲
覧
場
所 

17
日
㈪
か
ら
市
役
所
市
民
相
談
・人
権
啓
発
グ

ル
ー
プ
、
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
連
絡
所
、
市
立
公
民
館
、
図
書
館
、
市
民

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
、
ぽ
っ
ぽ
え
ん（
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
）　
※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
閲
覧
可　
■
意
見
の
提
出
方
法
　
書
面（
様

式
自
由
）に
住
所
・名
前
・電
話
番
号
・計
画（
素

案
）に
対
す
る
意
見
を
日
本
語
で
書
い
て
、
市

民
相
談
・人
権
啓
発
グ
ル
ー
プ
へ
直
接
。
ま
た

は
、
〒
５
８
９
‐８
５
０
１
大
阪
狭
山
市
役
所

市
民
相
談・人
権
啓
発
グ
ル
ー
プ
へ
郵
送
、フ
ァ

ク
シ
ミ
リ（
FAX
３
６
６‐０
０
５
１
）、
電
子
メ
ー

ル（jinken@
city.osakasayam

a.osaka.jp

）

も
可

問
い
合
わ
せ　
市
民
相
談・人
権
啓
発
グ
ル
ー
プ

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募
集

市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
募
集
し
ま
す

2
0
1
8
.1
2
.0
8

M
１
５
０
　
K
１
２
０

入場
無料

狭山池博物館・特別展示室

８日㈯▶１月27日㈰
28日㈮～平成31年１月４日㈮は除く

平成31年

　明治31年（1898年）開通の南海電鉄高野線には、狭山－大阪狭
山市間のレンガ巻暗

あんきょ

渠をはじめ、土木遺産として注目すべき鉄
道構造物が現存しています。大阪市内と高野山を結ぶ南海高野
線120年の歴史に注目し、地域の近代化を牽引し、沿線の都市化
とともに歩んできた鉄道の役割を紹介します。

問い合わせ　狭山池博物館・歴史文化グループ

講 演 会

　
歴
史
文
化
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の

基
本
的
な
方
針
と
な
る「
大
阪
狭
山
市
歴
史

文
化
基
本
構
想
」を
策
定
し
ま
す
。

■
募
集
期
間
　
21
日
㈮
～
平
成
31
年
１
月

18
日
㈮
必
着　
■
構
想（
素
案
）の
閲
覧
場
所 

21
日
㈮
か
ら
市
役
所
歴
史
文
化
グ
ル
ー
プ
、

情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
連

絡
所
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

市
立
公
民
館
、
図
書
館
、
市
民
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー　
※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

閲
覧
可　
■
意
見
の
提
出
方
法
　
書
面（
様

式
自
由
）に
住
所
・名
前
・電
話
番
号
・構
想

（
素
案
）に
対
す
る
意
見
を
日
本
語
で
書
い

て
、
歴
史
文
化
グ
ル
ー
プ
へ
直
接
。
ま
た

は
、
〒
５
８
９
‐８
５
０
１
大
阪
狭
山
市
役

所
歴
史
文
化
グ
ル
ー
プ
へ
郵
送
、
フ
ァ
ク

シ
ミ
リ（
FAX
３
６
７‐６
０
１
１
）、電
子
メ
ー

ル（sayam
aike@

city.osakasayam
a.

osaka.jp

）も
可

問
い
合
わ
せ　
歴
史
文
化
グ
ル
ー
プ

　大阪府では、宅地建物取引の場での同和
地区に対する差別や入居差別などの様々
な差別を無くすため、業界団体と連携して
「宅地建物取引業人権推進員」の養成に取
り組んでいます。人権推進員を設置する宅
地建物取引業者は、従業員に対して人権
に関する教育や啓発を行い、人権意識の
高揚に取り組んでいます。これらの宅地
建物取引業者の営業所には、左図のステッ
カーが掲示されています。

宅地建物取引業人権推進員制度
知っていますか？

問い合わせ　大阪府
住宅まちづくり部
建築振興課☎06－
6941－0351

大阪狭山市ふるさと応援寄附金の
収納の事務を委託し、
指定代理納付者を新たに指定しました

●収納の事務を委託した者
・株式会社トラストバンク（東京都
目黒区青葉台三丁目６番28号）
●指定代理納付者の指定を受けた者
・株式会社池田泉州 JCB（大阪市北
区豊崎三丁目２番１号）
・株式会社池田泉州DC（同上）
●委託・指定期間
１日㈯～平成31年３月 31日㈰

問い合わせ　企画グループ
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
申
請
か
ら
交

付
ま
で
１
か
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す（
不
備
通

知
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
、
不
備
を
修
正
す
る

ま
で
交
付
さ
れ
ま
せ
ん
）。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
利
用
し
て
、
各
種
手
続
な
ど
を
行

う
予
定
の
人
は
、
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

　

す
で
に
送
付
し
て
い
る
通
知
カ
ー
ド
に
同
封

さ
れ
た
申
請
書
を
紛
失
し
た
場
合
や
、
申
請
書

に
記
載
さ
れ
た
住
所
・
名
前
・
在
留
期
間
な
ど

が
現
在
と
異
な
る
場
合
は
、
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
他
市
町
村
に
住
所
が
変

わ
っ
た
場
合
は
、
市
で
の
申
請
は
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

郵
便
、
パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な

ど
で
申
請
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
総
合
サ
イ
ト（https://w

w
w

.
kojinbango-card.go.jp/

）で
確
認
す
る
か
、
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

①
本
人
が
受
け
取
る
場
合

●
交
付
通
知
書（
は
が
き
）

●
通
知
カ
ー
ド

●
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド（
持
っ
て
い
る
人
）

●
本
人
確
認
書
類（
次
の
Ａ
ま
た
は
Ｂ
）

《
Ａ
》運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
在
留
カ
ー

ド
な
ど
か
ら
１
点

《
Ｂ（
Ａ
を
持
っ
て
い
な
い
場
合
）》健
康
保
険

証
、
年
金
手
帳
、
介
護
保
険
証
、
社
員
証
、

学
生
証
、
医
療
受
給
者
証
な
ど
か
ら
２
点

②
15
歳
未
満
の
人
お
よ
び
成
年
被
後
見
人
が

受
け
取
る
場
合

●
法
定
代
理
人
の
同
行
が
必
要

●
①
に
記
載
の
必
要
書
類
と
、
法
定
代
理
人

の
本
人
確
認
書
類

●
法
定
代
理
人
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る

書
類（
戸
籍
謄
本
、
登
記
事
項
証
明
書
な
ど
）

○
顔
写
真
付
き
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
で
、

公
的
な
本
人
確
認
書
類（
身
分
証
明

書
）と
し
て
利
用

○
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ（
国
税
電
子
申
告
・
納

税
シ
ス
テ
ム
）な
ど
の
各
種
サ
ー
ビ

ス
で
利
用

※
市
で
は
、
コ
ン
ビ
ニ
で
の
各
種

証
明
書
な
ど
の
交
付
は
行
っ
て
い

ま
せ
ん マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
は
お
早
め
に

住
民
票
の
写
し
や
戸
籍
謄（
抄
）本
な
ど
の

第
三
者
交
付
に
係
る「
本
人
通
知
制
度
」

問
い
合
わ
せ　

市
民
窓
口
グ
ル
ー
プ

問
い
合
わ
せ　

市
民
窓
口
グ
ル
ー
プ

申
請
方
法
に
つ
い
て

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
後
、
１
か

月
ほ
ど
で
交
付
通
知
書（
は
が
き
）を
送
付
し

ま
す
。
交
付
通
知
書
が
届
い
た
ら
、
次
の
必

要
書
類
な
ど
を
持
っ
て
、
市
民
窓
口
グ
ル
ー

プ
、
ま
た
は
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
連
絡
所
へ
申
請

者（
本
人
）が
受
け
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
交
付
通
知
書
の
裏
面
に
記
載
し
て

い
る
交
付
期
限
を
過
ぎ
る
場
合
は
、
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
交
付
に
は
、
１
人
20
分

程
度
の
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

交
付
に
つ
い
て

受
取
可
能
日

　
「
本
人
通
知
制
度
」と
は
、
事
前
登
録
を
し

た
人
に
対
し
て
、
住
民
票
の
写
し
や
戸
籍
謄

（
抄
）本
な
ど
を
本
人
の
代
理
人
や
第
三
者
に

交
付
し
た
と
き
に
、
そ
の
交
付
事
実
を
通
知

す
る
制
度
で
す
。
交
付
事
実
を
通
知
す
る
こ

と
で
、
不
正
請
求
や
不
正
取
得
が
あ
っ
た
場

合
の
早
期
発
見
、
個
人
情
報
の
不
正
使
用
防

止
や
事
実
関
係
の
早
期
究
明
が
可
能
と
な
り
、

不
正
請
求
の
抑
止
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

■
本
人
通
知
書

　

事
前
登
録
し
た
人
の
住
民
票
の
写

し
な
ど
を
本
人
の
代
理
人
お
よ
び
第

三
者
に
交
付
し
た
事
実
を
、
事
前
登
録

し
た
人
に
通
知
し
ま
す
。

■
通
知
す
る
情
報

　

交
付
日
、
交
付
し
た
証
明
書
な
ど
の

種
別
、
交
付
枚
数
、
請
求
者
の
種
別
、

代
理
請
求
者
の
名
前
・
住
所
な
ど（
個
人

情
報
保
護
条
例
に
よ
り
開
示
で
き
な
い

情
報
も
あ
り
ま
す
）

　

月
～
金
曜
日
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時
30

分（
第
１
・
３
土
曜
日
は
午

前
中
の
み
受
付
）　

※
年
末

年
始
、
祝
日
な
ど
休
日
は

除
く

○
住
民
票
の
写
し（
除
票
を
含
む
）

○
住
民
票
記
載
事
項
証
明
書

○
戸
籍
謄（
抄
）本（
除
籍
な
ど
を
含
む
）

○
戸
籍
の
附
票
の
写
し（
除
票
を
含
む
）

○
戸
籍
記
載
事
項
証
明
書（
除
籍
を
含
む
）

通
知
の
対
象
と
な
る
証
明
書

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利
用
例

■
本
人
通
知
書
発
送
ま
で
の
流
れ

　

事
前
登
録

第
三
者
・
代
理
人
請
求
に

基
づ
く
交
付

事
前
登
録
者
へ
の
通
知

※
料
金
は
無
料
で
す

■
事
前
登
録
の
申
し
込
み

　

本
人
ま
た
は
法
定
代
理
人
が
、
本
人

確
認
書
類（
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド（
個
人
番
号
カ
ー

ド
）、
写
真
付
き
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

な
ど
、
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状
な
ど
）

を
持
っ
て
、
市
民
窓
口
グ
ル
ー
プ
へ

購
入

□
缶
に
推
奨
ラ
ベ
ル
が
貼
っ

て
あ
る

□
缶
に
刻
印
し

た
製
造
年
月
を

確
認
す
る（
写
真

は
、
２
０
０
６
年

11
月
の
製
造
例
）

使
用

□
灯
油
缶
に
、
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
を
入
れ

な
い

□
灯
油
缶
の
容
量
を
確
認
す
る

□
灯
油
缶
の
キ
ャ
ッ
プ
の
内
側
に
正
し

く
パ
ッ
キ
ン
が
付
い
て
い
る
か
確
認
す

る□
暖
房
機
器
な
ど
に
灯
油
を
入
れ
た
後

は
、
灯
油
缶
の
挿
入
口
キ
ャ
ッ
プ
の
締

め
忘
れ
が
な
い
か
注
意
す
る

□
灯
油
缶
か
ら
直
接
暖
房
機
器
へ
給
油

し
な
い

□
給
油
ポ
ン
プ
な
ど
は
適
切
に
使
用
す

る□
使
用
中
の
暖
房
機
器
か
ら
２
ｍ
以
上

離
す保

管
□
灯
油
缶
は
、
２
段
積
み
に
し
て
保
管

し
な
い

□
使
用
後
は
、
灯
油
缶
を
空
に
し
て
、

直
射
日
光
や
紫
外
線
が
当
た
ら
な
い
場

所
に
保
管
す
る

□
覆
い
を
し
て
紫
外
線
、
風
雨
な
ど
を

遮
断
し
、
ベ
ラ
ン
ダ
な
ど
は
避
け
て
保

管
す
る

廃
棄

□
５
年
を
目
安
に
取
り
替
え
る

□
５
年
の
経
過
前
で
あ
っ
て
も
、
ひ
び

割
れ
や
色
あ
せ
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、

取
り
替
え
る

□
廃
棄
処
分
は
、
灯
油
が
残
っ
て
い
な

い
こ
と
を
確
認
し
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

（
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
製
）容
器
の
処
分
ル
ー

ル
に
従
っ
て
処
理
す
る

問
い
合
わ
せ　

消
防
本
部

灯
油
缶
の

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

11

０６
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製造年月

安全
安心

安全安心スクール特別編「防犯講演会」

とき　８日㈯午前10時～ 11時30分
ところ　市立コミュニティセンター・大会議室
内容　空き巣防犯対策と特殊詐欺対策
講師　紡車昇二さん、川西貴雄さん／綜合警備保障株式会社（ALSOK）
参加費　無料
定員　100人（当日先着順）
問い合わせ　防災・防犯推進室
　

歳末特別警戒
実施中

　歳末は、ひったくりなどの街頭犯罪や、
侵入盗犯罪が多発傾向にあります。大阪
府警察では、１日㈯から31日㈪まで、
歳末特別警戒を実施し、あらゆる事件・
事故の防止に努めます。
　犯罪被害は、ちょっとした心がけや防
犯グッズの活用で防ぐことができます。
「自分だけは大丈夫」と思わず、被害にあ
わないように注意してく
ださい。

問い合わせ　黒山警察署

犯罪被害に注意しましょう
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　平成31年４月から、放課後児童会で勤務で
きる人（放課後児童支援員）を募集します。詳
しくは、募集要項をご覧ください。

応募資格　保育士・教員・社会福祉士などの資
格を持っている人、２年以上放課後児童健全
育成事業に従事した、おおむね 20歳以上の人
申し込み　10日㈪から市役所社会教育・ス
ポーツ振興グループ、ニュータウン連絡所、
ぽっぽえんで配布する応募用紙に必要事項を
書いて、〒589－8501大阪狭山市役所社会教
育・スポーツ振興グループへ郵送または直接。
平成31年１月８日㈫～ 16日㈬必着（土・日曜
日を除く）　※応募用紙は、市ホームページ
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　年末にかけて飲酒運転による
交通事故が増加する傾向にあり
ます。交通ルールを守って交通
事故を防ぎましょう。

【運動の重点】
○夕暮れ時と夜間における高齢
歩行者の交通事故防止
○飲酒運転の根絶
【スローガン】

○暗い道 私のお守り 反射材
○一杯で 消える未来と 消せぬ罪

問い合わせ　黒山警察署、また
は市役所土木グループ

年末の
交通事故防止運動

12月は

　市では 12月を滞納整理強化月間
とし、市税（市府民税、固定資産税・
都市計画税、軽自動車税）、後期高
齢者医療保険料、国民健康保険料、
介護保険料、こども園等保育料な
どの公金について期限内に納付し
ている人との公平性を確保するた
め、集中的に滞納者への催告や財
産の差押えなどを行います。特別
な事情があって納付できない場合
は、各窓口で相談してください。

問い合わせ　税務グループ、保険
年金グループ、高齢介護グループ、
保育・教育グループ、債権管理グ
ループ

滞納整理強化月間
～やめよう滞納～

　大阪府では、12月を税収確保重点月間とし、府内の市町村と連携し、滞納
者に対する徹底した催告や財産の差押えなどを行い、期限内に納税している
人との税の公平性を確保します。
問い合わせ　大阪府南河内府税事務所☎0721－25－1131

税収確保重点月間

放課後児童支援員募集

　平成31年４月から放課後児童会に入会を希望する児童の
保護者は、次の要領で申し込んでください。現在、放課後
児童会に在籍中の児童が引き続き入会を希望する場合も、
新たに申し込みが必要です。

対象　市内に住んでいて、平成31年４月に小学１～６年生
になる児童　
入会基準　保護者が次のいずれかに該当し、放課後に家庭
にいない日が週３日以上あること　①昼間、居宅以外で働
いている場合、②昼間、居宅内で児童と離れて働いている
場合、③病気などの場合、④そのほかの事情により児童を
保育することが困難な場合　
申し込み　10日㈪から市役所社会教育・スポーツ振興グ
ループ、ニュータウン連絡所、ぽっぽえん（子育て支援セン
ター）で配布する申込書に必要事項を書いて、平成31年１
月７日㈪～ 19日㈯に社会教育 ･ スポーツ振興グループへ直
接（土・日曜日を除く。19日は午前中のみ受け付け）　※ 申
込書は、市ホームページからもダウンロード可

放課後児童会入会児童募集

問い合わせ　社会教育・スポーツ振興グループ

従業員の市府民税は特別徴収で納めましょう
平成30年度から市府民税の特別徴収を徹底しています

　事業主は、従業員の市府民税を所得税と同じく特別徴収（給与から差し引き）
することが法令により義務付けられています。前年中に給与の支払いを受け
ていて、４月１日時点で給与の支払いを受けている従業員（非正規雇用者を含
む）の市府民税を特別徴収する必要があります。
　詳しくはホームページ（http://www.pref.osaka.lg.jp/zei/alacarte/juminzei_
tokucho.html）を確認してください。
問い合わせ　税務グループまたは大阪府徴税対策課事業税グループ☎06－
6210－9123

U
あっぷ
P っぷ（子育て支援・世代間交流センター）

市民協働事業　説明会

　平成31年１月からオープン予定の「UP っぷ（子育て支援・世代間交流セ
ンター）」で市民と協働による提案事業を募集するにあたり、説明会を行
います。
とき　20日㈭午後２時～４時　ところ　市役所別館・第３会議室　対象 
子育て支援事業や世代間交流事業の提案がある市民活動団体または個人 
※事業実施時期は平成31年２月以降です。申し込み不要
問い合わせ　子育て支援グループ
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　消防本部では、想定される大規模災害などへの的確な対
応や今後の消防力強化の手法について、検討・検証してき
ました。その結果、堺市に消防事務を委託することが市に
とって最も有効な手法であると判断し、協議を進めていくことになりました。
　政令指定都市である堺市が持つ高度な消防・救急機能を生かし、水平連携に
よる消防の広域化を図ることで、これまで以上に市民の皆さんの安全・安心に
寄与できるものと考えています。今後は、両市で協議会を設置するための事
務調整を行い、広域化実現に向けての協議を重ねていきます。
問い合わせ　消防本部

堺市との消防広域化に向けた協議を開始します

からもダウンロード可


